
神戸市の行った調査に協力して集計・分析を実施した。データの研究への二次利用につい

て神戸市の倫理審査委員会の承認手続き中であるため、神戸市に報告済みの要旨のみ掲載

した。神戸市の報告書は巻末の参考資料を参照のこと。 

平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金 
（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 分担研究報告書 

５．健康格差の緩衝要因；社会関係・社会的孤立の関連 

 
研究分担者 斉 藤 雅 茂（日本福祉大学社会福祉学部 准教授） 

 
＜要旨＞ 

 高齢者以外の年齢層でも、世代を超えて社会経済的地位による健康格差があることが確

認された。他方で、社会関係を有していれば、健康に及ぼす負の影響の一部は緩衝されうる

ことが示唆された。社会関係の乏しさについても顕著な地域差があるため、重点対象地域を

設定することの有効性が示唆された。 
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